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　私が中学生だったころ
校長　佐藤　信雄　

　十年ひと昔と言いますから、もう大昔と言ってよいかもしれません。私にも中学生の時代がありました。荒川の東側、下町の場末にあった古びた中学校に、私は通っていました。
　今もそうですが、中学生時代の私は一言で言うと「さえない」子でした。得意な科目は美術と社会だけで、テストの順位は下から数えた方がずっと早い。運動は苦手。イタズラばかりしては先生に叱られていた、そんな中学生でした。楽しみといえば、週に２時間の美術の授業と放課後の美術部と少年ジャンプの発売日だけというそんな生活が、今までもこれからもずっと続くのだと、何とはなしに思っていました。
　１２月のある日のこと、私はいつものように美術部に来ていました。たまたまその日は部活動に来ていたのは私だけでした。一人でポスターカラーを塗っていた私も、後片付けをしようとした時、思いがけず先生から頼まれごとがきました。帰りが遅くなってすまないが、年賀状の版画刷りを手伝ってくれないか、とのことでした。私は大好きな先生から頼まれたことが何やら晴れがましい気持ちで、そのまま残ってお手伝いをすることとなったのです。ドイツの街並みを淡くスケッチした絵を私が版画で刷った後、先生がこれもごく淡い色合いの水彩絵の具で彩っていきます。一通り終わったころには、窓の外はとっぷりと暮れておりました。
　先生は「助かったよ」と言って、ストーブのやかんのお湯でコーヒーを淹れてくださいました。私は学校でコーヒーなんで飲むことは初めてでしたし、先生が淹れてくれたコーヒーだと思うと何やらかしこまってしまい、両手でカップを握ったまま、先生とストーブにあたっていました。今はもうない、コークスのダルマストーブに。
　「佐藤は、進路はどう考えているの？」、突然先生が尋ねられました。私は、できれば美術の仕事に就きたいが、よくわからないと答えました。自分の進路なんて正直なところ、それまでよく考えたことはなかったのです。
　「美術に携わりたいのなら、私のように芸大に行かなきゃいけないね。芸大に行くなら、高校はＲ高校かＫ高校、Ｓ高校に行かなきゃならん。今のままでは勉強が足りないね。」先生はカップを片手に語ってくれました。
　「芸大？　Ｒ高校？　学校でもトップクラスの人が進む高校じゃないか。到底僕が行くところじゃない。」と私は思いましたが、同時に急に、中学卒業後の世界が実際に広がっていることを分かり始めていました。いつまでもここにいるわけじゃない、次の世界に行かなければならない、まだ何も知らない世界に、と。
　「だからね、佐藤。少しずつでいいから、勉強をしてごらん。」先生は静かにそう言われると、残りのコーヒーを飲み干されて席を立たれました。
　「いいんだろうか？　僕のようなのが、Ｒ高校だの、芸大だのと考えても。到底無理だ。でも、もしかしたら…」その時、私の胸には、まだ見ぬ世界がぼんやりと、しかし、明るく光を伴った景色が浮かび上がりつつありました。その時は、未知の世界を目指す苦しみも知らないまま、甘い憧れと高揚感だけがあったのです。
　次の週、私は担任の先生に、勉強の仕方を教えてほしいと相談に行きました。普段の勉強と受験の勉強の仕方をどう両立させればいいのかと質問したのです。担任の先生も驚かれたと思います。それまでの私は、叱られることはあっても、褒められることはないようなお騒がせの生徒でしたから。それなのに先生はあきれることもなく、ご自分の経験を取り上げながら、１日と１週間の勉強の勧め方や、勉強用の教材のそろえ方を丁寧に教えてくださいました。その日も、窓の外はとっぷりと日が暮れていたことをよく覚えています。
　具体的な勉強方法をつかめず苦労していた私は、試行錯誤しても成果が出ないため、思い切ってクラス１の頭脳の持ち主である、Ｈ君に相談しました。Ｈ君は最初、びっくりしていましたが、快く自分の勉強法や、使っている参考書などを教えてくれました。それからＨ君と私はウマが合うようになり、友達となりました。私の知らなかったクラシック音楽の世界をＨ君は教えてくれ、私はＨ君に美術の楽しさや社会科の面白さを伝えました。それ以上にバカ話で盛り上がることが多かったのですが。そこには、楽しさ以外はありませんでした。
　中学を卒業して、私はＲ高校とは違う高校に進みました。Ｈ君も別の高校に進みました。美術の先生もクラスの担任の先生もご転勤され、Ｈ君と同じように、しばらくして音信は途絶えました。私はあこがれていた美術の仕事には就きませんでした。そして生まれ育った下町を離れて、今は多摩市で働き、西多摩に暮らしています。
　そんな今も、あの時の美術室のひと時、担任の先生との相談の時間、Ｈ君と語らった日々は私の胸に生きています。想像していたのとは違う道でしたが、あの日や出会いがあったからこそ、今があるのだと私は思っています。
勉強方法に悩んでいるあなたへ



　勉強方法は十人十色、千差万別と言ってよいのですが、「どうやって勉強したらよいかわからず、困っています」という生徒の方がおいででしたら、次のような方法をまず試してみてはいかかでしょうか？　あくまでも一例ですが、参考にしてみてください。１年生なら学年だより『いくぞぉ』にも載っていましたね。さあLet`s try ！
　塾に行けば何とかなる？　ただ行くだけでは、何ともなりません
　これから塾に行こうと考えている人へ。その前に、そもそも学校の授業にしっかり参加していますか？　授業への参加がおろそかでは、成績が上がる訳がありません。まず、毎日の授業に集中して参加してみてください。
　毎日の復習と定着
　授業中は「うん、わかった」と思っていたのに、テスト前に復習してみると、まったくわかっておらず慌てたことはありませんか？　それは授業で学習した内容が頭に定着していないからです。授業で学んだ内容をしっかり頭に残しておくためには、定着させるための「復習」が必要です。例えば公式や文法であれば、同じような練習問題を解くなどして、公式の使い方や文法ルールをマスター（頭に定着させ使えるように）する必要があります。
　お薦めは予習
　最も効率の良い勉強方法は、予習です。明日英語の授業があるとします。明日勉強する場所の英文を、声に出して読んでおきましょう。読めない単語、意味の分からない単語があったら、辞書で調べましょう。それができないなら、印をつけてチェックしておきましょう。人間は、分からない事があると知りたくなるものです。授業で、予習の時に分からなかったところの説明をいつもよりずっと集中して聞けるようになります。学校の授業が、先生の解説付きの復習に早変わりするわけです。基本となるのは教科書です。声に出して読むだけでも、違います。
　塾に通っている人は…
　塾の勉強の分も予習と復習をしておくと、学力がアップします。最低な勉強方法は、予習もせず、塾でやったからもう知っているなどと言って学校の授業をなめてかかり、どちらも無駄にしてしまうことです。
　すべての感覚を使おう
　例えば英単語を暗記するとき、どうやっていますか？　じっと見つめているだけては効果があがりません。紙にスペルを書きながら、声に出して読みましょう。「目で見る（視覚）」「耳で聴く（聴覚）」「手で書く（触覚）」の３つの感覚を通せば、記憶に残りやすくなります。教科書の本文なども、黙読よりも音読が効果的です。
　ながら勉強は×
　私の時代は深夜放送のラジオを聴きながら勉強をすることが流行っていました。今の皆さんなら、スマホを片手にと言ったところでしょうか？　しかし「ながら勉強」は集中力が分断されて効果がありません。スマホも勉強中は電源を落としておきましょう。
　優れた人のマネをする
　成績がすぐれている人は、自分なりの勉強方法を獲得しているものです。どうでしょう、そうした人の勉強方法のマネをしてみるのは？　「学ぶ」の語源は「まねぶ」といい、「まねをすること」という意味だったそうです。まずマネをしてみるのも、立派な勉強方法の模索です。私の場合はＨ君をマネしました。（懐かしい！）
　例題を解き、練習問題を解く
　例えば数学の教科書で新しい公式が出てくると、その後に「例題」が載っています。まずその例題を教科書の通りに解けるようになりましょう。続いて練習問題を解いて、その公式をマスターするのです。練習問題をたくさん解けば、学んだ内容は確実に定着します。教科書の問題だけでは足りませんから、学校で購入したワークブックを解くことがよいです。もっとたくさん解いて実力をupさせたい人は、自分で問題集を購入するとよいですね。
　問題集選びのコツ
　本屋さんの学習書籍のコーナーに行くと、たくさんの参考書や問題集があって、どれにしてよいのか困ってしまいます。そんな時は、①問題をたくさん解く機会のため、参考書より問題集を。②解答が詳しいものがよい。③回答が別冊になっていると使いやすい。④今まであまり勉強をしてこなかった人は、基礎・入門のレベルを。⑤厚い　問題集より薄くても解説が詳しいものを選ぶ。以上のポイントで、実際に自分で手に取って比べてください。
土日休日は午前中がカギ
　土日や休日は、勉強はなるべく午前中にしておき、午後や夜は自由に使うなど、ゆとりをもちたいですね。「午後にやるからいいや」「夜にやるからいいや」と言ったまま結局勉強せず１日を終わらせることがないよう、また気持ちよく安心して過ごすためにも、学校が休みの日は午前中の活用がカギです。
　同じ間違いを繰り返さないように
　教科書でもワークブックでも問題集でも、間違えた（解けなかった）問題の横には「×印」をつけておきましょう。解けた問題には「〇印」をつけます。予習で１回、復習で１回解いて、テスト前には２個丸がついている問題は飛ばし、２個×がついている問題からもう一回チャレンジし、次に１個×のついている問題を解きなおすようにすると、時間を有効に使った効率的な勉強ができると思います。
「結構しゃべって、結構一緒に笑ったけれど、図書館へ行こう！

私たちは今も、たぶん、友達じゃない。」
[image: ]
『アナザー修学旅行』　著者　有沢佳映（ありさわ　かえ）　2010発行　講談社より
　修学旅行に行かなかった、行けなかった、７人の中学生男女の３日間のお話。ここには胸が熱くなるようなドラマも、張り裂けんばかりのスペクタクルも、泣くほどの切なさもありません。胸を焦がすような恋愛も描かれません。ただ、等身大より少しだけ大人っぽい中学生の姿があります。いろいろと事情を抱えた、そしてどこにでもいる中学生がいます。その時代を当たり前に過ごすことがいかに稀有であるか、そしてやがては懐かしいものになることを、この作品はじっくりと感じさせてくれます。生徒の皆さんのみずみずしい感性がこの作品をどう理解するか、とても楽しみな佳作です。（この本も学校図書館にあります。番号913－ア）
多摩市と学校からのお知らせ




令和５年度　自己の進路選択のための説明・相談会のオンデマンド動画配信

先月開催された説明会のオンデマンド動画配信です。申し込みをせず参加されていない方も、この機会に動画を視聴されてはいかかでしょうか？　以下のURLもしくは二次元コードからアクセスして動画を視聴してください。
（１）令和５年１０月２０日（金）実施の分
URL：https://drive.google.com/drive/folders/1GNkroSifvfjDdEQ7qHIHs6tCHz-FvWFl
[image: ][image: ]【参加校】
東京都立世田谷泉高等学校　東京都立砂川高等学校　あずさ第一高等学校　
飛鳥未来高等学校・飛鳥未来きずな高等学校　
芸術工芸高等専修学校　角川ドワンゴ学園Ｎ/Ｓ高等学校
鹿島学園高等学校　ＮＨＫ学園高等学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１日目　 　　 ２日目
（２）令和５年１０月２７日（金）実施の分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
URL：https://drive.google.com/drive/folders/1oYUJfaZPCbZ_KtGCYR7Uu4cItNJB9VWw
[image: ]【参加校】
星槎国際高等学校　おおぞら高校　都立八王子拓真高等学校　トライ式高等学院
職業人のお話を聞く会〈２年〉




　１１月１４日（火）５・６時間目に、多摩市や近隣の地域で活躍されている８名の方をお招きし、職業について講話をいただく機会をもちました。学校運営協議会コーディネーターで永山地区青少協地区委員会会長の石川様にコーディネートしていただき、色々な事業所で日夜励んでいらっしゃる職業人（プロフェッショナル）の体験や仕事のお話をうかがうことができました。内容は地域や日常生活に密着した、そして具体的なもので、今まで知らないでいた新たな学びがあったり、知っていたと思っていたことについての新鮮な再発見があったりと、たいへん興味深いものでした。これから職場体験に臨む２年生にとっては、心構えを作り、就労について理解を深められる貴重な機会になりました。石川様、講師の皆様、ご多用の中おいでいただき、ありがとうございました。食い入るように
みんなで聞いています

[image: ][image: ]　　 　おいでになられた講師の皆様、ありがとうございました
	業種・職種
	御所属
	御名前

	１
	保育士
	こぐま保育園
	角田　聡子　様

	２
	消防士
	多摩消防署
	防災安全課担当者様

	３
	イラストレーター
	
	真木　孝輔　様

	４
	農　業
	相澤農園
	相澤　孝一　様

	５
	パン製造販売店長
	どんぐりパン
	坂上　久美　様

	６
	ITハードウェア
	プログラミング教室
	木下　翔馬　様

	７
	体操教室
	国士舘大学卒
	檜山　和馬　様

	８
	幼稚園教諭
	錦秋幼稚園
	秋間　善弘　様



『仕事は、人間の幸福の一つの大きな要素である』 カール・ヒルティ
[image: ][image: ][image: ]農作物の商品化について学びます
講師の方のお話に引き込まれます
イラストやレタリングの醍醐味を知ります

[image: ]青少協＋PTA主催　花火イベント

[image: ]


　１１月１９日（日）１８時から、本校校庭にて花火イベントが開催されました。主催してくださったのは、永山、瓜生両地区の多摩市青少年問題協議会（青少協）地区委員会と、本校ＰＴAの皆様です。生徒の皆さんの定期テストの疲れ癒すため、当初は１０日（金）に予定しておりましたが、雨天のその時を待つ打ち上げ花火
手持ち花火をみんなで楽しみます

ため１９日に延期されました。７６名の生徒の参加があり、手持ち花火を楽しんだ後は、打ち上げ花火を堪能しました。肌寒い季節の花火は澄んだ空気にひときわ美しく輝いていました。主催してくださった地域、保護者の皆様、ありがとうございました。生徒の皆さんの笑顔を見ることができました。心から感謝申し上げます。
躍進する部活動　それ行け！たまなが中生！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬称略

〇家庭科部　　脱穀in 小田良農園　１１月２５日（土）　お芋の収穫＆芋煮会　１１月２８日（火）
　家庭科部で、２５日（土）に小田良農園にて、干した稲の脱穀に挑戦しました。当日は千歯こきや足踏み脱穀機というクラシックな道具を使って脱穀を経験しました。みんなが植えた３枚の田んぼからは、総計１００㎏のモミが収穫できました。また２８日（火）放課後には学校の畑でサツマイモと里芋の収穫をしました。取れたてのお芋は持ち帰り、本場の山形から取り寄せた材料を芋煮にしていただき、本場の味を美味しく楽しく味わいました。
[image: ]　様々なご指導や、生徒の皆さんが及ばないところに手を尽くしてくださるなどしてご協力を賜った地域の皆様には、心から御礼申し上げます。ありがとうございました。
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美味しい芋煮でした！
お芋を傷つけないよう慎重に
右が千歯こき、左が足踏み脱穀機です



〇女子バレーボール部　
[image: ]　第６７回東京都中学校バレーボール新人大会
第７ブロック（八王子、町田、日野、多摩、稲城）の代表として、
都大会に出場し、ベスト１６に入りました。
【都大会新人戦1日目　１１月１２日（日）】
多摩永山中〇２－０●府中市立府中第十中　
＜２５－９、２５－１３＞
多摩永山中〇２－０●世田谷区立烏山中　
＜２５－２２、２５－１８＞　→　見事にベスト１６入り！ベスト16入りの後の記念撮影

　【都大会新人戦２日目　１１月１９日（日）】
　　　多摩永山中●０－２○淑徳SC中等部　＜６－２５、８－２５＞
　　　多摩永山中●０－２○江東区立有明中　＜１１－２５、１９－２５＞
　　　残念ながら負傷者も出てしまいましたが、強豪校相手に、みんな一丸となってよく戦いました。
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